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北海道における院内保育・病児保育施設⼀覧
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テーマ１

「病児・病後児保育について」
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北海道医師会育児サポート事業の仕組み
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⽀援事業者は、札幌市こども緊急サポートネットワーク（札幌
市ファミリー・サポート・センター事業）等の⾏政事業を運営
しているNPO法⼈です。直接契約して、緊急さぽねっと事業と
同様の援助を受けています。



テーマ２

「相談窓⼝事業の役割と課題について」
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復職サポート

無料職業紹介事業

相談ケースについてのご紹介



（平成24年６⽉事業開始以降令和元年10⽉31⽇現在）
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平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年

受講者２５名

復職サポート事業受講状況



復職サポートの相談ケース（１）
23年前に来道し地⽅の国保病院で勤務の後、北海道地域医療振興財団から短

期診療⽀援で道内各地で勤務を経験した。その後、家庭の事情により3年間程臨
床から離れていたが、再び道内の地域医療に貢献できるように初期段階で診られ
るように⼩児科と整形外科を学ぶこと、現場で最新の情報を得ることと電⼦カル
テが使えるようになることを⽬的に研修を希望。[男性医師]

復職サポートの相談ケース（２）
現在、復職研修⽀援医療機関を模索中。

医学部を卒業し第⼆内科研修後、牧師になるため神学校に進んだ。牧師になっ
た後、開拓伝道のため来道し医師不⾜の地域のため⾮常勤医師として健診業務な
どを⾏ってきた。最近はエージェントを通して健診、⼈間ドック診断、当直、⽇
当直、外来をしている。しかしながら、⼿技が少ないため限界を感じており、エ
コーと内視鏡の実技を訓練できる施設を希望。 [男性医師]

臨床医師として何もできないことから、地⽅の基幹病院の救急部で復職⽀援研修
を受講することから開始。その後、経験を活かして緩和病棟で常勤医として勤務。
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（平成26年9⽉1⽇事業開始以降令和元年10⽉31⽇現在）
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紹介成⽴者２７名

無料職業紹介事業



無料職業紹介事業の相談ケース（１）
来年3⽉に定年退職を迎える。4⽉以降の勤務先として無料職業紹介事業の⾴で

紹介している医療機関に興味があるので、勤務条件などについて詳しく知りたい。

臨床⼩児科医師として働いていたが、以前から興味のあった在宅⼩児の訪問診
療を⾏っている医療機関に⾮常勤医師として就職。

無料職業紹介事業の相談ケース（２）
⽇医⼥性医師バンクより、現在⼤阪府内で開業している医院を来年3⽉に継承

し、医師不⾜により特に困っている医療過疎地域で勤務することを希望する医師
の登録があり、医師不⾜の地域として北海道を紹介することについて打診の連絡。
[男性医師]

北海道の医師不⾜の現状を⽰す資料を提供し、先⽣に打診していただいた結果、
北海道での就職を希望されたため、⽇医から対応を引き継ぎ、北海道（⾏政）と
連携して道内の医療過疎地域の医療機関を紹介。11⽉上旬に町⻑同席の基で処遇
や環境⾯について話し合いを⾏い、来年4⽉からの勤務が正式に決定した。 12



新たな医師就労⽀援事業
•これまでは、出産・育児などの理由で職
場を離れた医師等の復職⽀援や継続勤務
に向けたサポートと中⼼に取り組んでき
た。
•医師の⾼齢化も進む中で、地域医療の維
持のためには、退職後の医師や退職を控
えた医師の雇⽤も課題となっており、こ
れらの医師の復職⽀援や継続勤務に向け
たサポートにも積極的に取り組む。
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背景
•道内の病院勤務医の4割が50歳以上

（出典：医師・⻭科医師・薬剤師調査）

北海道の病院勤務医師数の推移（年齢階級別）①
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背景
• 20歳代の医師は増加傾向にあるが、30歳代、40歳
代は減少傾向

（出典：医師・⻭科医師・薬剤師調査）

北海道の病院勤務医師数の推移（年齢階級別）②
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北海道の病院勤務医師数の推移（年齢階級別）③

平成12年 平成28年

背景
・今後10年で多くのベテラン勤務医が定年退職の⾒込み

地域医療の維持のためには、定年退職医師の勤務継続をサポートする仕組みが必要
16



17

キャリアサポート相談窓⼝（新設）



新たな医師サポート相談事業

•「⼥性医師等⽀援相談窓⼝」は、「医師
キャリアサポート相談窓⼝」に名称変更
•育児・復職研修⽀援・無料職業紹介・相
談窓⼝事業については継続
•新たに⼥性医師に限らず全ての医師から
のキャリア相談、医師が働きやすい環境
の整備、定年退職後の医師の雇⽤継続な
どについて対応の予定
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実は相談実績は減少傾向

不安や悩みが
なくなった？
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（平成23年6⽉15⽇開設以降令和元年10⽉31⽇現在）



• ⼥性医師の働き⽅の多様化が進み相談が
不要となった？

• イクボスが増えて仕事と育児を両⽴しや
すい職場環境が整ってきた？

• ⼥性医師の働きやすい環境整備が進んだ？
• 先輩⽅のおかげで将来像が描けるように
なった？
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でも！制度⾯が充実してもこれからどんな不安や悩みが出てくるか
は未知数。相談窓⼝は、これからもセーフティーネットとして必要
でしょう。

良い傾向？


